
加齢による機能の変化

加齢とともに認知機能が低下していきます。 加齢とともに運動機能が低下していきます。
年齢階級

MMSE（認知機能）
※MMSEとは、Mini Mental State Examination（MMSE）という
　認知機能テストです。

歩行速度（運動機能）
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特集

認
知
症
と
は
ど
う
い
う
病
気
で
す
か
？ 

認
知
症
は
、
年
齢
と
と
も
に
発
達
し
た
精
神

機
能
が
慢
性
的
に
低
下
し
た
状
態
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
状
態
を

い
い
ま
す
。
背
景
に
は
何
ら
か
の
病
気
が
存
在

し
ま
す
。
多
く
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
脳
血

管
疾
患
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
病
気
に
よ
っ
て

も
生
じ
ま
す
。
認
知
症
は
加
齢
と
の
関
連
が
強

く
、
年
を
取
る
ほ
ど
増
え
ま
す
。
80
歳
以
上
の

人
で
は
、
年
間
に
４
％
が
認
知
症
に
な
る
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、
誰
に
で
も
お
こ
り
う
る
身
近

な
病
気
と
い
え
ま
す
。

認
知
症
は
予
防
で
き
ま
す
か
？

認
知
症
を
完
全
に
予
防
す
る
方
法
は
、
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
発
症
を
遅
ら
せ
る

こ
と
で
す
。
薬
も
あ
り
ま
す
が
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
適
度

な
運
動
、
社
会
的
な
活
動
な
ど
で
す
。

認
知
症
予
防
は
す
べ
て
の
人
に
必
要
で
す

が
、
特
に
記
憶
、
注
意
力
な
ど
の
認
知
機
能
が

低
下
し
始
め
た
人
は
認
知
症
に
な
り
や
す
い
の

で
、
積
極
的
に
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知
機
能
は
年
齢
と
と
も

に
低
下
し
ま
す
が
、
年
齢
相
当
以
上
に
低
下
す

る
人
は
要
注
意
で
す
。
あ
な
た
の
認
知
機
能
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

認
知
機
能
検
査
で
、
自
分
の
状
態
を
確
認
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

認
知
機
能
検
査
は
、

ど
こ
で
受
け
ら
れ
ま
す
か
？ 

高
浜
市
で
は
今
年
度
、
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
60
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
機
能
健
診
「
脳
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
通
常
の
健
診
と
は
違

い
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
危
険
性
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
の
検
査
で
、
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
だ
一
般
的
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

先
進
的
な
取
組
み
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
や
地
域
は
、
増
え
続
け
る

認
知
症
の
人
に
ど
う
対
応
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

だ
れ
で
も
行
動
に
は
意
図
が
あ
り
、
大
切
な

の
は
そ
の
人
の
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
こ

と
に
特
別
な
ス
キ
ル
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
人
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

病
気
を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
誰
に
で

も
お
こ
り
う
る
病
気
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気

づ
き
や
声
か
け
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
皆
さ
ん

が
手
助
け
す
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

や
す
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
ま
た
、
そ
う

し
た
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
あ
な
た
自
身
の
認

知
症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

認知症と
　タカハマの
　　　これから
現在、65歳以上高齢者の約７人に１人が認知症、正常と認
知症の中間の状態の軽度認知障がい（ＭＣＩ）と合わせると約
４人に１人が認知症または予備軍といわれています（厚生労働
省試算）。10年後の平成37年には、65歳以上高齢者の約５
人に１人が認知症と見込まれており、私たちの身近な問題と
なっています。
市では、こうした将来を見とおして、国立長寿医療研究セン
ターと共同で認知症予防の取組みに力を入れています。認知症
予防研究の第一人者である島田裕之先生に、話を伺いました。

島田裕之先生
国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
老年学・社会科学研究センター
予防老年学研究部長

高齢者の健康増進、特に認知症や寝たきり
の予防に効果的なプログラムに関する研究
を行っている。

▲出典「脳とからだの健康チェック2015 パンフレット」
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認知症予防と早期発見には、まずはここから！

予防や早期発見・早期支援　～地域ではこんな取組みが行われています！～

認知症サポーターとは、認知
症について正しく理解し、認知
症の人や家族を温かく見守る応
援者です。
現在、市には4,931人（平
成27年３月31日現在）のサポ
ーターがいますが、これは高齢
者1.7人に１人の割合で、市民
の約11％にあたります。もっ
とサポーターを増やしていこう
と、学校や市民団体の会合、事
業所など、さまざまな場所で養
成講座を行っています。
「認知症ってどんな病気？」
「どんなことを心がけて対応し
たらいいの？」
など、わかりや
すくお話します。
開催を希望する
団体は、問い合
わせてください。

認知症サポーターの養成

認知症の徘徊による行方不明
者をできるだけ早く発見し、無
事に保護するためにはセーフテ
ィーネットが必要です。認知症
の方を多くの目で見守る「地域
見守りネットワーク」の構築に
向け、３月に、吉浜地区をモデル
地区として、行方不明高齢者捜
索模擬訓練を行いました。
今後はこの活動を、市内全域
に展開していきます。

高齢者見守り
SOSネットワーク

認知症や予防方法の知識を学
び、「脳とからだの健康チェック」
の検査方法を身につける研修を
受講し、国立長寿医療研究セン
ターから認定を受けた『認知症
予防スタッフ』が市内に48人
誕生しました。
「脳とからだの健康チェック」
など、地域で行われる認知症予
防のための事業をサポートしま
す。

もしも「認知症かも？」と思ったら・・・
小学校区ごとに配置している担当保健師（マイ保健師）や、
いきいき広場内福祉まるごと相談グループに、気軽に相談して
ください。
また「広報たかはま」15日号では、コラム「認知症とこれ
から」を連載し、認知症にまつわる豆知識やさまざまなエピソ
ードなどを紹介しています。ぜひ参考に！ 

認知症予防スタッフ

▲認知症予防スタッフの皆さん

▲サポーターの証
「オリジナルバッジ」

▲平成２６年度モデル訓練のようす

問合せ先
いきいき広場内

福祉まるごと相談グループ
☎52－9871

※参加費無料　※チェック結果は、後日郵送

〔対象〕　市内在住の60歳以上の方（平成27年4月1日現在）
　　　　 ※対象者には申込書を順次郵送
〔実施時期〕　 9月～
〔場所〕　 いきいき広場
〔健診内容〕

脳とからだの
健康チェック
2015

③体組成

④質問調査

①認知機能検査

②体力検査

⑤採血

からだを動かしチェック！　歩行計測や筋力の衰えな
どを測定します。

からだの内部をチェック！　筋肉の状態や脂肪量など
を測定します。

血液の状態をチェック！ 採血からはたくさんのこと
がわかります。

ゲーム感覚で脳チェック！　記憶力、処理能力など簡
単なテストに答えて脳の状態を把握します。

日ごろ気になっていることなどを、スタッフが聞き取
りします。




